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表10：根管形態とapical　preparationの成績
拡大基
　　apical　seatの位置　　　　　　　　　根管形態
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安田の基準
従来の基準
0．5
1
2
3
0．5
0＊
1
2
1
2
1
1
2
2
2
0
0
1
1
0
0
2
2
2
0
1
1
0
0
2
2
1
0
2
2
0
0
0
0
0
0
2
2
1
1
2
2
2
2
0　　1　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　1　　1
16（1．5）
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3（0，3）
評価基準．scores、　2＝良好，
＊　perforation
1＝概良、o＝不良
必酌
A根管充填後のX線写真　　　B透明標本
　図22：安田の基準による根尖孔一2mm位置ま
　　　　での根管形成と根管充填／根管形態C）
A根管充填後のX線写真　　　　B透明標本
　図23：安田の基準による根尖孔一3mm位置ま
　　　　での根管形成と根管充填．根管形態○
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との両面から，debrisの押しだしや根尖破壊の危
険を減少させるという前提で，根尖孔一〇．5mm
位置よりは一1㎜位置をアピカルシートとす
べきであるとの結論に達した．この場合，根尖孔
とアピカルシート間に放置される内容物が問題と
なるが，感染を被っていなければほとんど問題は
なく74・75），また感染物質が存在したとしても根尖
狭窄部で微量であり，根尖部で出現頻度の高い管
外側枝や根尖分岐が，手の施しようもなく放置さ
れて問題となっていないことからも，無視し得る
ものと推測される．ただし，この点については実
験的にも究明してみたいと考えている．
安田の基準の限界
　この透明標本での観察において，根尖孔直前ま
で幅広いリボン状根管を有する形態のみに，安田
の基準でも拡大不足が示され，攣曲根管とも併せ
て対策を講ずる必要性が示唆された．この唯一の
形態は，“根尖”と呼ぶにはふさわしくない鈍円形
図24二弩曲した頬側根管の根尖側端にみられる
　　ledge形成
　　　（安田の基準、根尖孔一1mm例）
の根尖外形を有し，歯根長は極端に短いながら頬
舌的には平均的幅径を持った歯（図16－1）であっ
たことから，さらなる解剖学的な調査によりある
いは特定できるものかも知れない．
　安田の基準を適用する上で最も注意を払わなけ
れぽならないのは，鷺曲根管を持つ歯である．拡
大器械のフレキシビリティーはサイズアップにつ
れて著しく失われ，ことに安田の基準で指定され
たサイズでは攣曲に追従しての拡大は望めない．
したがって強度の轡曲根管に安田の基準を適用す
ることは，根管から逸脱した直線的な拡大を導き，
穿孔ないし1edge形成による歯根の脆弱化を生じ
させることになる．このような根管に対しては，
弩曲に追従して挿入・操作できるものとして，使
用される拡大器械がフレキシブルな細いサイズに
限定されるために，十分な拡大形成は望むべくも
ないのが現状である．
　安田の基準は，通例的には必要十分条件と見な
すことができるが，あくまでも基本的なガイドラ
インと認識すべきものであって，個々の症例で最
善の根管形成を達成するためには，X線写真や拡
大器械などによって得られる情報を総合して，こ
の基本ラインに修正を加えることが必要であり，
症例を選ぽぬ乱用は論外である．
ま　　と　　め
　過去において，根管拡大は，根管消毒薬の挿入
とその効果を高めるための，いわぽ根管治療の前
準備的操作として行われてきた．しかし今日にお
いては，根管形成の目的とその重要性についての
見解は普く一致するところであり，機械的拡大に
よる根管内容物の徹底的な清掃除去とその後に根
管を気密に封鎖することを，根管治療の主眼とす
ることに，異議を差し挟む者はいないであろう．
　にもかかわらず，これまで臨床での個々の症例
に際して，「根管をどこまで，どの程度まで拡大す
ればよいのか」という最も肝腎な点についての，
明解で信頼のおける“指針”が存在していたとは
言い難い．
　明確な指針を打ち出せないでいた背景として，
根管形態の複雑性，手探りで視認性を得ない，攣
曲歯根，など器械操作の限界性に加えて，実験や
調査上においても，in　vitroでは条件の設定が難
しく，またin　situではX線写真による評価が主体
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となるために偏った情報しか得られない等等，見
解に相違や分異を導く因子が障壁となっていたこ
とは否めない．すなわち，系統的でない個々の研
究や報告が様々な結果や評価を導き，さらに実際
的でない机上の理論が，本来単純な操作であるべ
き根管形成をより混み入った難解なものにしてい
たように思われる．このような状況下では個々の
症例は千差万別と考えざるを得ず，一定の基準を
与えること自体ナンセンスとされ，きわめて暖昧
で幅の広いガイドラインの中から，主として臨床
経験に依存した，臨機応変の根管形成が推奨され
てきたわけである．しかし，はっきりした科学的
な裏付けもなく，視認することもできず，文字通
り手探りの状況で最良の根管形成を成し遂げ得る
一般臨床家が，果して何人いるであろうか．
　ここで述べた安田の基準は，根管形成を行う際
の解り易いガイドであり，殊に初心者や経験の浅
い臨床家にとっては有用なものとなるであろう．
しかしながら，この基準に適合した根管形成を達
成するためには，根管長測定により根尖孔一1
mm位置を正確に知ることと，その位置まで精密
に器械操作を行うこと，の2つの基本技術が確実
に行われねぽならない．
　安田の基準に達しても，なお拡大不十分が伺わ
れるような明らかに太い根管には，従来行ってき
たような対応が必要なことは言うまでもないこと
であるが，むしろ注意すべきは，拡大器械の根管
内での抵抗感や根管壁削除の状態から，拡大が十
分に行い得たと判断されても，またX線写真で細
小根管と見えても，この拡大基準に達するまでは
拡大すべきであるという点である．すなわち，従
来行われてきた拡大と比べてサイズアップしたと
はいえ，安田の基準で指定した拡大サイズは，根
管形成を得るための最低基準であり，必要条件と
位置づけるのが無難である．したがって，通例的
には先ずこの基準下での形成が優先されるべきで
ある．
　しかし，鷺曲根管に対しては要注意である．殊
に，根管に最初に挿入した細いサイズのリーマー
やファイルを引き出した際に，明らかな膏曲が印
記されるような根管では，安田の基準は禁忌であ
る．日常の臨床では，安田の基準を適用し得ない
ような強い膏曲を有する根管が稀であることは幸
いというべきであるが，いずれにせよ，いかなる
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攣曲根管とはいえども，必要条件として安田の基
準程度の拡大形成が望ましいことは明白であり，
目下，膏曲根管への対応を考慮しての研究を続行
中であるので，いずれ報告の機会を持ちたい．
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